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乗って守ろう！地域の公共交通
特　集

公
共
交
通
機
関
に
ノ
ル
デ
！

　
「
鳥
取
市
ノ
ル
デ
運
動
」
と
は
「
バ
ス
、

鉄
道
、
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
公
共
交
通
を
、

み
ん
な
で
利
用
し
守
っ
て
い
こ
う
」
と
い

う
、
市
と
市
民
と
の
協
働
の
取
り
組
み
で

す
。
公
共
交
通
の
利
用
は
、
地
球
温
暖
化

の
原
因
と
な
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削

減
や
日
常
生
活
に
お
け
る
健
康
増
進
な
ど

の
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
や
各
種
施
設
の
利

用
の
際
は
、パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド
を
実
践
し
、

ま
ち
な
か
で
の
移
動
に
循
環
バ
ス
や
片
原

駐
車
場
の
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
を
活
用
す
る

な
ど
、
み
な
さ
ん
も
こ
の
運
動
へ
の
積
極

的
な
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

エ
コ
通
勤
し
ま
せ
ん
か

　

平
成
24
年
10
月
22
日（
月
）～
26
日（
金
）

と
、
11
月
26
日
（
月
）
～
30
日
（
金
）
の

２
回
に
渡
り
、
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
通
勤
運
動

を
実
施
し
ま
す
。
ノ
ル
デ
運
動
の
中
心
と

な
る
こ
の
運
動
へ
の
参
加
事
業
所
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
期
間
中
、
通
勤
に
路
線
バ

ス
を
利
用
す
る
参
加
事
業
所
の
職
員
は
、

市
が
発
行
す
る
参
加
証
を
提
示
す
る
こ
と

で
、
特
別
運
賃
と
し
て
片
道
２
０
０
円
、

支
線
（
南
部
地
域
）
は
１
０
０
円
で
乗
車

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
運
動
へ
の
参
加
方
法
や
実
施
方
法
な
ど
詳
し
く

は
、鳥
取
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　バス、鉄道、タクシーなどの公共交通の利用者は、
自家用車の普及や過疎化などの進行により、年々減少
しており、減便や廃止といったサービスの低下が懸念
されます。本市では、代替タクシーや循環バスなど、
地域の特性に応じた運行サービスを導入するとともに、
公共交通機関の利用を促進する取り組みを行っていま
す。みなさんが本市の取り組みについての理解を深め、
運動にご協力いただけるようお知らせします。

　 平 成24年5月11日 か ら
6月15日まで募集した「ノ
ルデ運動」のPRキャラク
ターと名称が決定しました。
応募総数37点の中から入賞
した作品をご紹介します。

名称 氏名

最優秀作
ノルデーズ

「なしーの」「らっきょる」
「トーフ･デ･チクーワ」

水
みずぐち

口 香
か お り

里さん（鳥取市）

優 秀 作

イクデ車掌 下
し も だ

田 恵
め ぐ み

美さん（八頭町）
ノルデンデンくん 岡

おかもと

本 豊
と よ こ

子さん（鳥取市）
ノルデ三姉妹

「ノリ」「リン」「サイ」 西
にしむら

村 嘉
よ し の

野さん（鳥取市）

特 別 賞

ノルえもん 熊
くまざわ

沢 環
たまき

さん（岩美町）
ローカルゴ 谷

たにぐち

口 舞
ま い

依さん（鳥取市）
乗る丸くんと輪姫ちゃん 河

かわかみ

上 琳
りん

さん（鳥取市）
ノルデくん 鈴

す ず き

木 英
え り な

里奈さん（鳥取市）

　「初めて採用されてとて
もうれしい」と語る水口さ
ん。ノルデーズは運動の
PRのほか、市が発行する
印刷物などにも活用しま
す。たくさんのご応募誠に
ありがとうございました。

なしーの　　らっきょる　　トーフ・デ・チクーワ
ノルデーズ

「ノルデーズ」が運動をPRします！
　本市では、現状のバス路線を幹線と支線に再編し、タクシー
や自転車などの交通手段と連携した新しい公共交通システム
を導入するように取り組んでいます。南部地域での実証運行
は、各集落や鳥取市中心部への運行サービスを向上させ、サー
ビスに必要な経費や住民のニーズを把握し、有効で持続可能
な運行サービスを検討することを目的としています。
実施期間　平成24年10月1日（月）〜１年間
概要
幹線：国道53号沿い鳥取駅から用瀬までの区間
支線：西郷線・散岐線・和奈見国英線・佐治線・江波赤波線
運賃
幹線：距離制運賃（現状の料金が基本）
支線：200円
※幹線と支線の乗り継ぎ：割引100円
評価の視点
①公共交通によって活動の機会を確保する人々が一定以上い
　るのか（必要性）。
②導入した乗合交通の運行方法やサービスが地域の状況にそ
　くしているか（適切性）。
③利用者にとって使いやすいサービスか（有効性）。
④経費が過大ではないか（健全性）。
⑤今後もサービスを維持できるか
　（持続可能性）。
※南部地域新総合交通計画は、鳥取市
　公式ホームページに掲載しています
　のでご覧ください。

南部地域の交通実証運行を行います

喜びの表情の水口さん
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　室町時代より20代500年に亘り
香道を継承してきた志野流家元に生
まれる。04年宗名「宗苾」を拝受し、
21世家元継承者となる。世界各地
での啓発活動の他、稀少となった香
木を後世に残すため、ベトナムで植
林活動に着手し、独自の「環境道」を
掲げ、自然との後世を目指す講演活
動も行う。
　平成21年度文化庁海外文化交流
使。フランス調香師協会名誉会員。
　エンジン01オープンカレッジin
では、「香りの道は、深いのだ！」、「ス
ポーツをもっ と楽しく！」を担当。
夜楽にも参加いただきました。

シリーズ

当
初
よ
り
茶
道
の
家
元
を
兼
ね
て
い

る
。

　

そ
の
志
野
流
の
茶
道
を
鳥
取
藩
の

支
藩
鳥
取
東
館
の
池
田
仲
雅
が
嗜

み
、
茶
頭
と
し
て
大
谷
平
奉
弘
を
迎

え
た
こ
と
か
ら
、
志
野
流
の
茶
道
が

因
幡
地
方
に
伝
来
し
今
日
ま
で
続
く

こ
と
に
な
る
。
実
際
、
江
戸
時
代
の

門
人
一
覧
を
見
て
み
る
と
身
分
は
貴

族
、
僧
侶
、
武
士
、
町
人
、
更
に
一
部
農
民
に
ま
で
増
大
し
て
い
き
、

鳥
取
を
含
め
東
北
か
ら
九
州
ま
で
広
が
っ
て
い
っ
た
。

　

先
般
、
数
年
振
り
に
鳥
取
に
行
き
、
お
弟
子
さ
ん
等
と
楽
し
く
会
食

し
た
。
自
分
が
30
歳
年
を
食
え
ば
、
当
然
お
弟
子
さ
ん
も
み
ん
な
そ
の

数
だ
け
年
を
食
う
。
そ
れ
で
も
、
あ
の
時
可
愛
が
っ
て
く
れ
た
お
弟
子

さ
ん
が
今
で
も
一
生
懸
命
、
家
元
か
ら
遠
く
離
れ
た
鳥
取
の
地
で
伝
統

を
引
き
継
い
で
く
れ
て
い
る
事
に
心
か
ら
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
み
ん

な
と
一
緒
に
な
っ
て
、
こ
の
混
沌
と
し
、
心
が
疲
弊
し
て
し
ま
っ
た
日

本
の
深
い
闇
を
、
文
化
の
心
で
一
掃
す
る
事
が
、
こ
の
時
代
に
生
ま
れ

た
私
た
ち
の
責
任
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

蜂
谷
宗
苾
／
香
道
志
野
流
二
十
一
世
家
元
継
承
者

因
幡
の
思
い
出
は
香
り
と
と
も
に

　

子
ど
も
の
頃
、
毎
年
夏
に
な
る
と
父
に
連
れ
ら
れ
空
港
に
向
か
っ

た
。
今
で
は
日
本
の
駅
や
空
港
は
ど
こ
も
か
し
こ
も
無
機
質
で
同
じ

作
り
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
趣
が
な
い
が
、
私
が
子
ど
も
の
頃
の
名
古

屋
駅
や
名
古
屋
空
港
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
地
方
都
市
に
あ
る
よ
う
な

そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
が
あ
り
、
旅
終
え
た
人
を
温
か
く
包
み
込
ん
で
出

迎
え
て
く
れ
る
母
親
の
よ
う
な
優
し
さ
と
、
不
安
な
気
持
ち
で
旅
立

つ
人
を
「
必
ず
無
事
に
帰
っ
て
く
る
ん
だ
ぞ
」
と
、
そ
っ
と
背
中
を

押
し
て
く
れ
る
父
親
の
よ
う
な
心
強
さ
が
あ
っ
た
。
た
だ
、
あ
の
左

右
に
揺
れ
る
、
ほ
ど
ほ
ど
の
大
き
さ
の
プ
ロ
ペ
ラ
機
に
乗
る
と
そ
の

安
心
感
は
一
気
に
吹
き
飛
ん
で
し
ま
う
。
鳥
取
に
行
く
時
は
い
つ
も

そ
れ
だ
っ
た
。
プ
ロ
ペ
ラ
が
回
転
し
始
め
る
と
、
そ
の
振
動
が
お
尻

か
ら
脳
天
ま
で
駆
け
上
が
っ
て
い
く
あ
の
感
触
は
、「
こ
れ
は
、
い

つ
か
墜
落
す
る
の
だ
ろ
う
…
」
と
い
う
、
子
ど
も
な
が
ら
の
覚
悟
と

と
も
に
今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
。

　

今
か
ら
５
０
０
数
十
年
前
、
私
ど
も
志
野
流
の
流
祖
、
志
野
宗
信

は
東
山
文
化
の
リ
ー
ダ
ー
足
利
義
政
の
側
近
と
し
て
活
躍
し
て
い

た
。
そ
の
義
政
か
ら
命
を
受
け
、
炷ち
ゅ
う
こ
う香
の
作
法
や
香
木
の
選
定
な
ど

香
道
を
体
系
化
、
以
来
今
日
ま
で
唯
一
絶
え
る
こ
と
な
く
現
代
に
継

承
し
、現
家
元
で
20
代
を
数
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
志
野
流
は
、

望
ぼ う

 見
け ん

 〜鳥取市を想う〜
　エンジン 01 オープンカレッジ in 鳥取の開催にご協力をいただいた講師のみなさまから寄せていた
だいた、鳥取市へのメッセージを紹介します。

灰形と香木

問 本庁舎広報室  0857-20-3159

エンジン０１オープンカレッジin鳥取
香りの道は、深いのだ！
　香道ワークショップ　より

香
道
志
野
流 

蜂は
ち

谷や

宗そ
う
ひ
つ苾
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